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北大水産象報

30(1)， 63-73. 1979. 

タイリクパラタナゴ (Rhodeusocellαtus ocellatus)の卵巣におよIます

光周期と温度の影響

西健一郎$・高野和則*

E貸'ectsof Photoperiod and Temperature on the Ovary 

of the Bitterling， Rhodeus ocellatus ocellatus 

Kenichiro NISHI* and Kazunori TAKANO* 

Abstract 

The effec旬。fphoもoperiodand temperature on the ov晶riesofもhebitterling， 
Rhodeus oceu'日tusocellatus， were ex乱minedduring the breeding and the out-of-
breeding se品目on.
Inmid-Ocもoberduring the out-of-breeding season， fish having regressed ovaries 

were kept underぬefollowing artificial conditions: 14L-lOD， 2100; 8L-16D， 2100; 
4L-20D， 21"0; 12L-12D， 1100. In the fi自hexposed to品 longphotoperiod (14L-
lOD) and a warm句mperature，ovari晶nrecrudescence with a significant increase 
in GSI value and active viぬllogenesiswas observed after 56 days. In the other 
three groups kept underもhedifferent conditions for 56 d晶ys，no signific叩 t
increase i n GSI value w制 recognizedthough a sm乱IInumber of vitell口genic
oocytes were present in a few individuals in each group. However， in the fish 
subjected to a short phoωperiod (4L-20D) and a warm もemperaturefor a 
prolonged period of 93 d乱YS，ov乱rianmaturation w品目 markedlyenh乱ncedwith乱
signific晶nもincre品目ein GSI. In other experiments in which fish were subjected 
ω150，20。晶nd2500 under a long photoperiod (14L-I0D) for 50 days respectively， 
もheacceleraもionof ovarian recrudescence was more effective in higher than in 
lowerもemperature.
In J une duringもhebteeding開制on，fish subjected to short photoperiods (8L-
16D， 4L-20D) at品 W品rmもemperaもure(2000) kept a high level of GSI v乱lueand 
showed no sign of degeneration of ovari叩 oocytes乱fterabout 40 days of 
treaもment.
Iもi呂田uggesもedthatもheeffecもiverecrudescence of ovaries requires a long 
phoもoperiodand a warm temperature， but that a definite photoperiod is not 
essential for ov品rianm抗uration.
Under artificial condiもions，the ovipositor length refiected the state of ov乱rian
maturation; the ovipositor gradually lengthened with the progress of maturation， 
and fiuctu叫edcyclically as seen inもhefemale inもhenatural spawning season. 

硬骨魚の生殖周期が， 光や温度などの外部環境要因によって支配されている乙とは良く知られた事

実である。春から夏にかけて産卵する，いわゆる長日型の魚種では， 生殖腺の成熟IL長日光周期と高

温が必要である ζとは， ζれまで多くの種で確認されているかの。

*北海道大学水産学部淡水増纏学講座

(Labor品加Yof Fresh-Water Fish-Oulture， Faculty of Fisheries， Hokkaido Uni刊 rsity)
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コイ科IL属するタナゴ類の雌は産卵管を有し， 淡水産の二枚貝IL産卵するという特異な産卵生態を

持つ。本邦産のタナゴ類の多くでは産卵期が春，夏にあるのに対して，カネヒラ，イタセンパラ，ゼ

ニタナゴの 3種は秋11:産卵する ζとが報告されているの。 乙のように近縁な魚種聞で産9醐を異iとす
ることは，魚類における長日型，短日型の成熟機構， 特に光K対する反応性の差異を知る上で興味深

く，また，乙の点でタナゴ類は好適な実験材料であると思われる。

本研究は長日型のタイリクパラタナゴを用い， その生殖における外部環境要因の役割を明らかにす

ることを目的として，卵巣におよぽす光周期と温度の影響を調べたものである。

材料と方法

実験には屋外の流水池で飼育したタイリクパラタナゴぼ}wd，側 socellatus ocellatus)の雌成魚(体

長;3.8-5. 4cm)を用いた。実験は光周期と温度の組み合わみを変えて3通り行なった。実験1で

は， 1974年 10月中旬に雌33尾を 11尾ずつ3群に分け， 14時間明期-10時間暗期(以下 14L-lOD

と略す)の光周期下， 水温 15.(士I.C，以下すべての温度について同じ)， 20.， 25.Cで50日間飼

育した。実験2では， 1976年 10月中句から雌5-7尾，雄4-8尾を 1群として， 14L-lOD， 21.C 

(14LH群);8L-16D， 21.C (8LH群);4L-20D， 21.C (4LH群);12L-12D， 11.C (12LL群)の各

条件下で， 56日間 (4LH群の一部は93日間)飼育した。実験3では， 1975年6月上旬に雌4尾，

雄3尾を 1群として， 水温2O.C，8L-16D (8LH群)， 4L-20D (4LH群)の二つの光周期下でそれ

ぞれ40日および42日間飼育した。

実験tζ用いた光源は昼色光の後光灯 (20W)または白熱電球 (ωW)で，照度は水僧水面上で 260

-4401uxであった。魚は底面鴻過循環式，容量601または 451のガラス水糟で飼育し，餌として市

販の養鱒用ペレットを粉末tとして与えTこ。期間中，水槽には産卵用のヌマガイ (Anod，側 tau四 diana

1auta)を，魚と一緒に飼育した。実験の開始時，実験期間中，あるいは終了時に採取した魚は，いず

れも断頭により屠殺した。体計dUJの後，生殖腺はブアン液，またはブアン・ホーランド液で固定し，

通常パラフィン法で 8-10p.の連続切片とし，デラフィールドのヘマトキシリンーエオシンの二重染

色を施して組織学的公観察に供した。実験2では，産卵管の長さを analfin uni t (A. U.; 1A. U.は

書鰭の前縁の長さの 1/8)りを用いて毎日目測し，実験3では魚を取り上げて，産卵管の長さを実測

した。 さらに， 実験2では Shirai7)11:準じて終了時i己実測した産卵管の長きを ovipositorindex (01; 

産卵管長/体長)として表わした。

結 果

実験 1.

ζの実験では，非産卵期に 14L-lOD の長日光周期下で， 15・， 20.， 25・Cの異なる温度が卵巣に与

える影響について調べた。実験開始後10，20， 30日目に各群3尾ずつ， 50日目には2尾ずつ屠殺し

た。採取したすべての魚の GSIを図1に示した。実験開始時の6個体では， GSIは平均2.0の低い値

を示し，組織学的にも全個体が卵黄胞期までの卵巣卵を有する未熟な状態にあった。 15.Cで飼育し

た群では， 20日目11:1例だけやや高い GSI値を示し，第2次卵黄球期の卵を有するものが見られた

が， ζれを除いたすべての個体の GSIは， 実験期聞を通じて開始時と大きな差がなく， 組織学的に

も卵黄胞期に留まっていた。 ζれに対して， 20・， 25.Cの両群では， 20日目以降，高い GSIを示す

個体が見られ，特に 25.C群でその傾向が著しかった。組織学的な観察によると， 20.C群では， 20 

日目でl個体が第3次卵黄球期の卵を有し， 50日目には完熟卵を有する個体が認められた。一方，

25.C群では 10日目の1個体ですでに第2次卵黄球期の卵が観察され， 20日目以降はすべての個体に

完熟卵が認められた。
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実験 2.

乙の実験では， 14L-lOD， 210C; 8L-16D， 

210C; 4L-20D， 210C; 12L-12D， 11 oCの4つ

の条件が非産卵期の卵巣におよぼす影響を調

べた。開始時対照群を含む各実験群の GSIを

表1にまとめた。実験開始時に GSIの平均は

2.53と低い値を示したが， 14LH群では 56日

後に5.21と有意 (P<O.02)に増加した。 ζ 

れに対して 8LH群， 4LH-1群，および 12LL

群では， GSIは開始時とほとんど差がなかっ

た。しかし 4LHで93日間飼育した群 (4LH-2

群)では， 4.19と有意 (P<O.02)なGSIの増加が見られた。 ζれらのすべての群について組織学的

に調べた卵巣9隊E成の変化を表2に示した。実験開始時には 5尾中1尾K極く少数の第1次卵黄球

ζのように長日光周期下では，少くとも用

いた温度範囲内で，温度I?:比例して高温のも

のほど卵巣の成熟が促進きれるととが示され

た。

• 1凶t1alconlrol 。
1・1- • 15'C 

ロ 20'C . 
o 25・E

。
。 s 。。

固

. ロ

. ロ
量ロ 量

a宅

""""""7o 18 20 30 
OAYS 

Fig. 1. Ohanges in gonosomatic indices (GSI) 
of female bi悦erlingexposed to different 
water temperatures at a long photo-
period (14L-lOD) during the out-of-
breeding season. 

Table 1. Ghangesぬ gono抑制atic仇d伽 8(G81)側 dovipositor仇d化問 (01)ザ fe冊ale
bitterl伽gsubjected to different art伊cω conditionsduri時 theout叫f-breeding8eωon. 

Duration of Number of I Group experiment GSI* OI事$

(d品ys) fem晶les

Initi品1control 一 5 2.53土0.35 0.158(0.050-0.251) 
14LH (14L・lOD，2100) 56 5 5.21土0.81キ紳 0.656(0.251-0.995) 
8LH (8L-16D， 2100) 56 T 2.31土0.26 omil・町柵)
4LH-l (4L-20D， 2100) 56 T 2.40土0.22 0.148(0.092-0.231) 
4LH-2 (4L-20D) 2100) 93 5 4.19土0.89紳* 0.354205-0.T14324) ) 
12LL (12L-12D， lloO) 56 5 2.89土0.22 O. 112l0. 100-0. 

* Mean土SE 柿 Mean(Range)， 01; Oviposiもorlength (mm)fBody length (mm) 
*紳 Significant differenω(P<O.02) compared to the iniもお1control. 

T油le2. Gha吋'esof s似gecomp08必め協仇oocytωofthe bitterling 8ubjected to dザerent
αrt~がcial conditめ附 duri吋 the0旬t-of-breeding8ωm偽.

Duration I Percen旬酔 ofoocyもesat e加占1Sぬge*

自pふr~~ntl印刷叫uslJ3E12込サヰ?|Atretic
(伽戸) I 伽酔 | 蜘酔 [-~gg st~伊[ oocy伽

44.4土4.8I 0.2土0.3
39.3土7.3I 10.9土5.0
31.0士6.5! 1. 0土1.3
35.6土6.6I 1. 0土2.0
31.9土5.1I 7.0土5.4
43.5土9.6I 0.5土0.7

Group 

Initial ωntrol 
14LH (14L-lOD，210O) 
81正王 (8L-16D，2100)
4LH-l (4L-20D， 2100) 
4LH-2 (4L-却D，2100) I 
12LL (12L-12D，1l00) I 

牟 Mean土SD

8
0
8
O
A
O
-
O
A
O
 

-
h
υ
w
n
υ
w
n
υ
a
w
w
w
h
u
 

55.4士4.7
49.6土9.5
67.7士6.8
63.2士7.5
61.1土5.2
56.0土9.8

0 
0.2土0.4
0.3土0.4
0.2土0.3
0 
0 
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AII figures are secもionsthrough the ovaries ofもhebitterling exposed to various experi皿ental
conditions (Fig. 2-9， x 25) 
Fig. 2. Ovary of a且shobtained in mid・October(in比ialcontrol) 
Fig. 3. Ripe eggs found in the ov町 Yof a fish exposed七oa long photoperiod (14L-I0D) and 
a warm temperature (210C) for 56 days from mid-October. 

Fig. 4. Ovary of a fish exposed to a sho同 pho七operiod(8L-16D) and a warm temperature 
(210C) for 56 days from mid-Ocもober，showing some yolk-Iaden oocytes. 
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期の卵が認められたのみで，ほかの個体の卵巣卵はすべて卵黄胞期以下に留まっていた(図2)014LH 

群では第1次卵黄球期以上の発達した卵の割合が顕著に増え 5尾中 3尾では完熟卵(図 3)が観察

ぎれた。一方， 8LH群では7尾中3尾で第1次卵黄球期から完熟卵までの卵が認められたが(図4)，

ほかの個体では卵黄胞期に留まり(図5)，全体として卵黄蓄積中の卵の割合は 14LH群に比べて著

しく少なかった。また 4LH-l群では7尾中2尾(図6)，12LL群でも 5尾中2尾(図8)に第3次

卵黄球期に達する卵が存在したが，その割合は極めて少なく， いずれの群でも多くの個体は卵黄胞期

以下の卵からなる未熟な卵巣を有していた(図7)。しかし 93日の長期にわたって飼育した4LH-2

群では 5尾すべてにおいて卵黄形成が進行しており(図9)，最も進んだものでは完熟卵も見られ，

卵黄蓄積中の卵の割合は 4LH-l群よりもはるかに増大していた。

以上のように， 実験的に設けた5群の中では長日高混条件下で最も顕著な卵巣卵の発達を見せた。

しかし，短日高温条件下でも長期間飼育すると卵巣が顕著な発達を示す乙とが明らかにされた。

実験2において飼育期間中に観察した産卵

管の長さの変化を図 101L示した。 14LH群で

は，観察した3個体のうち，産卵管が最も早

く伸長し， かつ伸縮を繰り返した 1例を図に

示した。 ζの個体では 26日目から産卵管が伸

長し始め， 36-38日目にかけて最初の伸縮が

認めちれ，その後56日目までに 4回の伸縮を

示した。 ζの個体を 56日目に解剖した結果，

その卵巣中に完熟卵が存在する ζとを確かめ

た。観察したほかの2個体は，産卵管の伸

長開始日がやや遅れ， 伸縮回数も少なかった

が， ほ1-1同様の傾向を示した。 ζの2個体で

も，卵巣中11:完熟卵が認められた。 8LH群で

は 7尾中 1尾でのみ管の伸長と伸縮が観察

ぎれた。この個体では， 25日自に極くわずか

管の伸長が認められ， 42-44日目に最初の顕

著な伸縮が起ζったが，その後は54日目に一

度伸縮を示したのみであった。 ζの個体でも

卵巣中に完熟卵が観察された。しかし， 8LH 

群の他の個体は全く伸長を見せず，また 4LH

-1群， 12LL群でも産卵管の長さは全く変化

しなかった。一方， 4LH-2群のうち図に示し

た1例では， 83日自に最初の伸縮が認められ，

8LH (8L-16D 21"&1 

t ド凶o21"Cl 
'f 

DAYS 

品

58 
品

56 

Fig. 10. Daily change臼 inovipositor length 
of the bitterling exposed to different 
artificial conditions during the out-of-
breeding sea自on. One A.U. corresponds 
to one-eighth p品rtof the foremost 
radius of the extended an乱1fin. 

Fig. 5. Ovary of a fish exposed under the same condition as mentioned in Fig. 4， showing 
no yolk-laden oocytes. 

Fig. 6. Ovary of a fish exposed to a short phoもoperiod(4L--20D) and a warm temperature 
(2100) for 56 days from mid-October， showing some yolk-laden oocytes. 

Fig. 7. Ovary of a fish exposed under the s乱mecondition as mentioned in Fig. 6， showing 
no yolk-laden oocytes. 

Fig. 8. Ovary of a fish exposedもoa long phoもoperiod(12L--12D) and a low temperature 
(11 00) for 56 days from mid-October， showing some yolk-laden oocy飴自.

Fig. 9. Ovary of a fish expωed to品目horもphotoperiod(4L--20D) and乱warmtemperature 
(2100) for 93 days仕ommid-October， showing some yolk-laden oocytes. 
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さらに 85-86日自にも伸縮が観察された。 乙の個体も， 実験終了時には，完熟卵を有していた。同

群のほかの 4例中2例は全〈産卵管の伸縮を見せなかったが， 2例は 85日目11:1回の伸縮を示した

のみで，その卵巣中に完熟卵は認められなかった。

ζの実験の終了時におけ る01の値を表1にまとめた。 実験開始時KOIは平均0.158を示した。

14LH群では，実験終了時に排卵していた個体の 01は0.995と高かったが， 来排卵のほかの個体てe

も0.251と開始時の平均を上回っていた。8LH，4LH-l， 12LLの各群では，8LH群で産卵管の伸縮

を示した l個体がO.405の高い値を示したのみで，平均値:まどの群も低く ， 開始時の対照群と大きな

差は認められなかった。一方， 4LH-2群では排卵が認められた個体の 01は0.742と高く ，未排卵の

個体でも 0.205と開始時よりも高い値を示した。

ζのように，人工環境条件下で成熟が促された場合でも， 産卵管の長きは卵巣の成熟に伴って伸長

し，きらtζ排卵時壱頂点K{I申絡を示すζとが確かめられた。

実験 3.

乙の実験jま産卵期の卵巣におよifす短日光周期の影響を調べる目的で行なった。 開始時の対照魚と

実験魚の GSIを表311:示した。実験開始時の6月上句に採取した個体の GSIは平均6.49を示した。

これに対して，実験終了時におけ る8LH群の GSIは5.04，4LH群では 7.36を示し，いずれも開始

時の値と比べて有意な差は認められなかった。

ζの実験f1:用いた個体の卵巣卵組成を調べ，表4に示した。開始11寺の対照魚の卵巣では， 第 l次卵

黄球期以上の卵が 17.4% を占め， 発達した卵巣状態を示していた(図 11)。 乙れに対して 8LH群

(図 12)，4LH群(図 13) ともに，第 1次卵黄球期以上の卵の割合は，開始時と大差なく，退行卵が

極くわずか存在したものの，卵巣11:は退絡の傾向をi認めるζ とは出来なかった。

ζのよう11:，産卵期の雌を短日光周期・高温条件においても， 40-42日の期間では，卵巣への影響

はほとんど認められなかった。

AII figuras are sections throughもheovaries of the bitterling exposed to various experimental 
conditions (Fig. 11-13， x 25). 
Fig. 11. Ovary of a fish obtained in early June (initial control). 
Fig. 12. Ovary of a fish exposed to a short photoperiod (8L-16D) and a warm temperature 
(200C) for 40 days from early Jllne. :J 

Fig. 13. Ovary of a fish exposed to a sho同 photoperiod(4L-20D) and a warm temperature 
(200C) for 42 days from early June. 
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Table 3. 0.加吋ωingono抑制的伽d必ω(G81)offe伽 lebitterling suhjected 
to short phoωperiods at加。C向付時 thebreeding seω'on. 

GSI* 

6.49土0.82
5.040土0.86
7.36土1.08

Number of 
females 

a
t
a
&
E
d
&
E
 

Duration of 
experimenも
(d晶ys)

-
A
U
a
a
 

-
a
t
a告

Group 

Initi品1con七rol
8LH (8L--16D， 2000) 
4LH (4L--20D， 2000) 

* Mean土SE

T乱ble4. 0.加ngesof stageω押そpositio偽印oocytesof the bitterling subjected to short 
photoperiods at 2000. during the breeding sωso叫.

Group 
叩 (d品r凶yB)ent ped叩 ledus J258 2225t A佐伯ic

的age st晶ge I -~gg- st~g~ -I oocytes 

Initial control 一 4，2.7土40.4 39.9土5.5 17.4土2.8 。
七8LH(8L・16D，2000) 400 58.6士9.5 24，.5土6.8 16.6土7.7 0.3土0.3
:4LH(4L-20D，2000) 402 56.2土10.4 30.0土5.0 13.7士5.8 0.1土0.2
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この実験では 8LH群の3例， 4LH群の 4例について，開始時から 36日間，産卵管の長さの変化を

観察した(図 14，15)0 8LH群では， No.1の個体は産卵管の伸縮の間隔が短く規則的であった。
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Fig.15. D晶ilychanges in the ovipo唱itor
lengもhof the bitterling subjected to 
a short photoperiod (4L-20D) and a 
warm temperature (2000) during the 
breeding s陪ason.

考

No.2では最初の3日間 53mmを保ち，その

後伸縮の間隔は 6-7日とやや長く， No.3で

は乙れが11-12日とさらに長かったが，ほぽ

規則的に伸縮が繰り返される傾向を示した。

一方， 4LH群では， No. 1の個体では産卵管

の伸縮の間隔は 3-8日間であり，途中 16-20

日目にかけて伸長したままの状態が続いた。

No・2では伸縮はほとんど見られなかった。

また， No.3では伸縮の間隔が4-9日であり，

No・4では産卵管が11日目まで伸長したまま

で，その後3回の周期的変化を示した後，伸

長したままの状態を保った。

ζのように，産卵期の魚を短日光周期下に

置いた場合， 8L-16Dの光周期下では産卵管

の伸縮は比較的，規則性を示したが， 4L-20D 

下では， それがやや乱れる傾向を見せた。ま

た 8LH 群では水糟中11:~1!1出仔魚が数度認め

られたのに対し， 4LH群ではとれが全く認め

られず， 実験終了時に貝を解剖したと ζろ，

産卵された卵は見出きれなかった。

察

淡水産硬骨魚類の生殖が， 主K光と水温によって調節きれていることは， 多くの種で知られてい

るの-16)。特に長日型魚類のメダカ13)，カダヤシ15)などでは，臨界日照時間以上の日長にある時にのみ，

卵巣の成熟が起ζる。また温度も重要な役割を演じ，その種の適温の範囲内で， 高い温度ほど卵巣の

成熟に有効である ζとが報告きれている 14)・18)。今回のタイリクパラタナゴについての実験結果は，

短日高温よりも長日高温条件下で顕著に卵巣の成熟が起ζるとと， また同じ長日条件下では，調べた

温度の範囲内において，高温ほど卵巣の発達を強く促すζとが明らかにされた。 ζのζとは，本種の

場合も長日光周期と高温が，卵巣の成熟誘起に最も有効な条件である ζとを示唆している。本種に近

縁のヨ{ロッパ産パラタナゴ (Rhodeusamarus)でも，光周期，温度が共に成熟，産卵に必要な条件

として働くととが報告されている19)。すなわち， 11月から魚を長日 (15L-9D)，短日 σL-l7D)，高

温 (180C)，低温 WC) を組み合わせた条件下で飼育した結果，長日高温条件下で最も強く成熟，産

卵が促進されたという。 乙の結果は，タイリクパラタナゴについて非産卵期に行った今回の実験結果

とよく似ている。しかし，同じく非産卵期に行った実験で，短日高温条件 (8L-16D，4L-20D)下で飼

育した結果， GSI Kは有意な増大が見られとZかったにもかかわらず，一部の個体では明らかに卵黄形

成が進み， さらにζのうち，極端な短日光周期 (4L-20D)のもとでも飼育が長期におよぶと全個体で

卵巣の成熟が促され， GSI にも有意な増大が起った。乙れらの事実は，本種では少くとも 4時間明期

という極めて短い日照条件下でも卵巣卵が成熟可能である ζとを示している。 ζのように春から夏に

かけて産卵期を持つ魚で短日条件下でも成熟し得る例として， トゲウオ (Gasterost，ωsaculeatus)が

知られている20)。ζの種では生殖腺の反応性に年周性があり，非産卵期から産卵期に向って，短日条
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件 (8L-16D)K反応して生殖腺が成熟する度合いが高まるという2OL今回の実験において，短日高温

条件 (4L-20D)下で，飼育期聞によって卵巣の成熟促進に大きな差異が認められた ζとは，タイリク

パラタナゴにも生殖腺の反応性に時期的な差がある可能性を示唆している。本種の生殖腺の反応性に

年周性があるか否かについては，さらに各時期K実験を行って確かめる必要がある。

同じ長日型のメダカでは産卵期に 12時聞から 13時間の聞にある臨界日照時間以下に置くと， 大形

の卵母細胞はすべて崩壊し，産卵を中止するという12L ζれに対して，タイリクパラタナゴでは明期

が8ないし 4時聞の短日条件下に置かれでも卵巣の退縮はほとんど起乙らない。すなわち，本種では

卵巣成熟の誘起ばかりでなく， 成熟状態の維持K関しでも光が有効に働く範囲は極めて広いといえ

る。同じ長日型の魚でも，例えば本種とメダカ13)のように明期の長きが成熟の制限要因となる度合は

種によってかなり呉なる。また，日照時聞に対する生殖腺の反応性も，メダカ1ののように光不応期を

除いて一年中ほとんど変わらない魚種と， トゲウオ20)，キンギJqそしておそらくは本種も含めて，
一年の時期によってこれが変動する魚種とが見られるようである。 ζのような種差， あるいは時期的

な差異が， その種が持つ生殖上の特性とどのようなかかわりがあるかについては不明であるが，魚に

おける光周期性の生理機構を知る上で興味深い事実である。

タイリクパラタナゴの産卵管は産卵期の直前から徐々に伸長し劫， 産卵期には周期的に起乙る排卵，

産卵に伴なって約7日の間隔で伸縮を繰り返す23)0 今回の実験的な飼育条件下においても，卵巣の成

熟が促された個体では産卵管が次第に伸長し，きらに成熟状態K達したものでは， ζれが周期的な伸

縮を示すζとが観察された。また， 実験終了時IL産卵管の長さから算出した OIも，卵巣の成熟状態

に応じて異った値を示した。 ζのように本種の産卵管の長さは， 飼育条件の如何を問わず，卵巣の成

熟状態を良く反映する指標となっている。また，産卵期IL短日条件下IL置かれた魚のうち， 8LH群で

は産卵管の伸縮が規則的に起ζり，産卵が確かめられたのに対し， 4LH群では産卵管の伸縮の周期性

が乱れ，師事出仔魚も認められなかった。 ζのζとは 4L-20Dという短日光周期が卵巣卵の成熟には直

接関与しないまでも， 産卵などの生殖過程の一部に何らかの影響をおよぼしている可能性を示唆して

おり，また，産卵管の伸縮の乱れは，とのような影響を反映しているものと思われる。

要 約

タイリクパラタナゴの生殖における外部環境要因の役割を明らかにする目的で， 卵巣におよぽす光

周期と温度の影響を調ぺた。

1. 10月中旬から， 雌成魚を 14時間明期一10時間暗期(14L-10D)の長日光周期下， 15
0
， 20

0
， 

250Cの各温度で50日間飼育した。 150Cでは GSIは， 50日目まで開始時とほとんど差がなかった

が， 200Cでは20日目以降増大し，組織学的にも明らかに卵巣の成熟が促ぎれた。 ζの成熟促進効果

は 250Cでさらに著しかった。

2. 10月中旬から，魚を異なる光周期と温度を組み合わせた， 14LH (14L-lOD， 210C); 8LH (8L-

16D， 21 OC); 4LH (4L-20D， 210C); 12LL (12L-12D， 11 oc)の4つの条件下で56日間 (4LHの一

部は93日間)飼育した。 14LH群では，開始時11::比べ GSIの有意な上昇と卵黄蓄積卵の顕著な増加

が認められた。 8LH，4LH， 12LLの各群では GSIは低い値K留まり，一部K卵黄形成の進行が認め

られたが，多くは未熟のままであった。しかし 4LH群で93日間飼育したものでは， GSIの有意な上

昇とともに卵黄蓄積中の卵の増大が認められた。

上記の各条件下で成熟した個体では，産卵管が徐々に伸長し排卵時を頂点とした伸縮を示した。

3. 産卵期の6月上旬に，魚を 200C，短日光周期 (8L-16D，4L-20D)下で約40日間飼育した。

その結果，両群とも GSI値は開始時と比べて有意な差はなく， 卵巣の退縮も認められなかったが，

4L-20D下の個体では産卵管の伸縮の周期が不規則であった。
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4. 以上の結果から，本種の光周期に対する反応性の特徴について， 長日型の他魚種と対比して論

じた。
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